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はじめに
野口小頻（1847-1917）の画家としての人生は、糊口を凌ぐため、席上揮皇を行ったことから始まると
いえる。旅先の名古屋で父を喪い、家族と自身を養うため､積極的に画を描くようになった小蹟は、「揮
皇をして二分とか三分とかを貰ふ､するとそれで何日か過')」ごすという生活をしながら､名古屋､伊勢、
津、近江と渡り歩いた。
《知春園雅集図》2)はこの時期に描かれた､席上揮筆の場の様子である。料理を楽しむ人々に混じり、書
画をする人、詩を椎敵する人がみえる。多くの文人サークルは、このように制作する人と賞玩する人が
入り混じり、また、その場で繰り広げられる文人趣味も様々であった。そのため画を制作、披露した人
が、次には詩や文人花などの鑑賞者となり、またその逆も性々に行われ、参加者たちはその立場に関わ
らず、知識を蓄え、目を養うことができたであろう。さらに、こうした場で得られる人的交流は、時に
得がたい財産となった。木戸孝允（1833-1877）の日記において､明治元年（1868）６月９日の日付に小
l）野口小頻「画人の生涯は板の間の楽書より始まる」「書画骨董雑誌」第48号、書画骨董雑誌社、1912年。
2）野口小頚《知春園雅集図》絹本着色、６２．８×38.8ｃｍ。
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蒲の名が確認できる。
空敷帰小湘翁を欲問干時隣寓耕石老人頻に余を招呼伊賀の大夫藤堂出雲在坐又切に余を誘ふ其他
彼藩人数名藤井鼎助も亦来る清雅堂も陪従す女史小頚なるもの亦来る陪席好画又弾月琴小湘腐津等
も亦来明晩松本亭に会する事を約す（後略)3）
木戸を招いた「耕石」は中西耕石（1807-1884）であり、小頻の師である日根対山（1813-1869）と並
び称された画家である。小頚を呼んだのはこの耕石ではなかったであろうか。偶然知り合うこととなっ
た小頚と木戸であるが、この日から木戸の日記に小蕊の名が散見されるようになる。酔って合作など席
上揮蕊を行い、掛幅を鑑賞するなどして、共に宴席を楽しんでいる。小頚はこうして長州藩の関係者達
との親交を得た。
明治15年（1882）に小頚が展覧会へ作品を出品し始めるまでは、こうした文人サークルが画家として
の主な活動の場であった。小頚は展覧会での受賞を重ね、帝室技芸員となり、時代の寵児となっていく。
これらの栄誉は彼女の才気と努力によるものであることはいうまでもない。しかしどのような天才の陰
にも、その才能を育て、支援する存在があるように、小蹟にも文人趣味を通して得た恵まれた人脈があ
った。本稿では、小績を支えた人々についてみていきたい。
1．小頚の師
小頻の伝記「野口小蹟伝』、『明治の南画家｣4)には、政府官吏、漢学者、漢詩人、書家、画家、役者な
ど、小蹟の幅広い交遊が記されている。ここでは、その中でも特に強い影響を与えたであろう小頻の師
について述べたい。小頚に助言を与えた人物は数多くいたであろうが、ここでは本格的な師事があった
人物や、先行研究で小蹟の師と明記されている人物に限って述べるものである。
日根対山。和泉国日根郡に生を受ける。名は盛、又は長。姓は日根野とも呼ばれる。村役人を務める
家に生まれ､幼少から画を好んだ。同郷の里井浮丘（1799-1866）が所蔵する中国絵画を臨模し、また浮
丘を通して岡田半江（1782-1846）や貫名海屋（1778-1863）の知遇を得て学んだ。京都へ移った後は梁
川星巌（1789-1858）や頼三樹三郎（1825-1859)、藤本竹外（1807-1866）と親しみ、鉄翁（1791-1872）
が上洛した際は交流して筆法を学んでいる。
小頻は対山への師事について以下のように述べている。
少し訳が解って来てから、京都の日根対山と云ふ人の門に入りました、其頃まで自分勝手にでも
筆を持って居りまして、少しは絵も書けるやうになって参りましたから、折々絵を書いて先生の所
3）「木戸孝允日記一」（東京大学出版会、1932年）５４頁。下線は筆者による。
4）冠豊一「野口小頚伝」私家版、1990年。冠豊一「明治の南画家」私家版、1990年。
5８
野口小頚「絵画教授に就て」「絵画叢誌」327号（東洋絵画会、1914年）４頁。
荒井菜穂美「明治時代の南画野口小頚を中心に」「文化交渉東アジア文化研究科院生論集」第３号、関西大学大
学院東アジア文化研究科、2014年。
日根野長「対山先生山水画本：野口小裁女史遺愛」西東啓房,1919年。
対山の作品に、小蹟による箱書きが多く確認できる。「日根対山作品集」（泉佐野市教育委員会､2001年）29-31,34,
65,71,83,97頁。
野口小頚《写生下図帳》明治期、紙本若色。
伊藤信「梁川星巌翁」（象山社、1980年）に付されるコロタイプの口絵。作品の所在は確認できていない。
平林彰「野口小額の下図について－「写生下図帖」「縮図帖ｊ《花木図解風》の考察一」（｢山梨県立美術館研究
紀要」第28号、山梨県立美術館、2014年）５頁。
前掲書「野口小蹟伝」１０７頁。
前掲書「野口小頚伝」１０８頁。
へ持って行っては論を聞き、こ、は悪いから斯うしろと云うて教へて貰うやうにして居りました5）
対山は小績に画論を授け、画の添削を行っていた。小蹟が対山にこのように師事した期間は、慶応年
間（1865-1868）から明治２年（1869）までの数年であり、決して長くない。しかし、小頻の画業におけ
る対山からの影響は非常に大きく、特に明治30年以降の南画への回帰がみられる時期には、対山の作品
に再び学んだ形跡がみられる6)｡小頚は対山の作品を所蔵し7)、また､対山作品の鑑定も行っており8)､師事
した期間は短くとも対山の絵画を長く、また多く目にしていた。小頻の《写生下図帳》9)には梁川星巌の
肖像（図ｌ）がある。正面から捉えられた構図、霊芝を持つ姿などから、対山の筆とされている《星巌
像肖像》'0>(図２）などを臨模したと考えられる'')｡着彩による陰影や細かな殻の描写が謹厳に写されてい
る。同じ画帳に知人たちの写生もあり、対山の画に学んだ描法を写生で応用していたのかもしれない。
長三洲（1833-1895)。儒者長梅外（1810-1885）の三男として豊後に生まれる。名は英。儒者広瀬淡窓
(1782-1856）に学んだ後､上坂して淡窓の弟である旭荘（1807-1863）に師事した。幕末､木戸孝允など
の志士と交わり、長州藩に仕官する。明治維新後は廃藩置県を提唱し、復古原論を書いて、木戸孝允の
知的後盾として活躍した。文部大丞や教部大丞を勤めて学制を整え、宮内省御用掛として明治天皇を指
導している。明治12年（1879）に野に下った後は、筆墨を友とする生活を送った。
明治20年代、小顔は跡見玉枝（1858-1943）と連れ立って、画学の講義を聴きに三洲の元へ通ってい
た。小頚の落款は三洲の顔法を祐梯とさせ、画学だけでなく、書法も三洲に学んでいたと類推される12)。
当時の書法は三洲の顔法すなわち中国の顔真卿の書法と、日下部鳴鶴（1838-1922）らによる北蕊の書法
である六朝が二大潮流であった。小績が六朝でなく顔法を学んだのは、男‘性的な六朝になじめなかった
ためであり、また、画家でもあり、詩人でもあった三洲に対する傾倒がより大きかったためであると冠
氏は指摘している'3)。さらにいえば､前述のように三洲は小頚と旧知であった木戸孝允の親友である。ま
た、三洲が滞在した旭荘の塾は大阪キタにあり、小蹟の暮らした難波に近い。文人や維新志士が出入り
していた小頻の家に、三洲が訪れたことがあったかもしれない。この他にも、天皇に指導を行っていた
彼への敬慕の念もあったであろう。小蹟が三洲に傾倒し、また互いに打ち解ける要因は多くあったとい
える。
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小林卓斎（1831-1916)。通称熊次郎、名は発・経学を修め、詩書、築刻、鑑定をよくした。父茂秀は
山科大納言に仕えており、宮中で滝口警備を担っていた。卓斎も同じく山科家の家人であったが、学を
好み、明治元年（1868）に塾を開いている。また、頼支峰や江馬天江（1825-1901）らと詩社を結んだ。
小蹟は卓斎に経学を学んだとされる。卓斎と対山は貫名海屋門の兄弟弟子であり、一方が他方を小蹟
に紹介したとも考えられる。卓斎は、禁門の変（1864）で焼け出され、５年間近江八幡へ移っていた。
小頚も同じ頃近江に滞在しており、小頚が卓斎に就いた期間は、両者が八幡にいた１，２年か、卓斎が
京都に戻った明治元年（1868）から小頚が上京するまでの約４年間であり、いずれにしても対山の場合
と同様に、短期間の師事であった。
小野湖山（1814-1910)。本姓は横山氏、名は長感。近江国浅井郡で医師の家に生まれる。梁川星巌に
師事した後､三河吉田藩の儒臣となり、藤田東湖（1806-1855）らと親交をもった。幕末は頼三樹三郎ら
と国事に奔走し、維新後は漢詩人として名を馳せた。小頻の師として明記されることが多いが、どのよ
うな師弟関係が結ばれていたのかは詳らかでない。先行研究では、黄石や正忠を通じて接触があった可
能性が指摘されており、さらに、湖山の交友範囲について「画家には椿山・隆古・草雲・柳圃・小華・
小頻'4)」として､湖山と小頚に親交があったとされる'5)。野口家には湖山と小頚の合作である《小野湖山
賛富岳図》(図３)１６)と《湖山小頚書画合装》(図４)１７)が残されている。二人の親交がいつ頃から始まった
かは推測の域を出ないが、この２作品はいずれも明治39年（1906）の製作であり、両者の往来は湖山の
最晩年まで続いていたといえる。
岡本黄石（1811-1896)。名は半介。彦根藩士の家に生まれ、家老を務める岡本業常の養子となり、家
老として尽力した。また、藩務の傍ら、漢詩を梁川星巌に学び、吟詩を好んだ。幕末には頼三樹三郎ら
尊皇援夷派の志士と交わり、また、桜田門外の変の後、藩内の混乱を治めている。維新後、新政府の官
吏任用を辞し、隠居して漢詩を吟詠する日々を送った。明治１６年（1883)、東京で開いた麹坊吟社には多
くの子弟が集い、日下部鳴鶴や巌谷一六（1834-1905）などを輩出している。
冠氏は、黄石と小頚の親交は、黄石の上京以前から育まれたものであると指摘している。小頚が１０代
の頃に長く滞在した近江八幡は彦根藩の目と鼻の先であり、また、小頚の義父となる野口正忠は彦根藩
締田の名士であった。小蹟と懇意であった黄石、日下部鳴鶴、巌谷一六、谷鉄臣（1822-1905）らは、彦
根やその周辺の藩士である。若年期の交流や義父の人脈が、小頻を大きく育てたといえるであろう。小
績が神保町に居を構えていた頃（1886-1902）は、毎年１月11日に黄石や鳴鶴、一六などを招き、音曲を
‘愉しんでいた記録も残っていることから、黄石やその門下とはかなり親しく行き来していたようであ
る'8)。また､黄石の妻三千（鋒雪）は小頚に画を学んでおり、夫婦ぐるみの付き合いであったことが窺え
る。
6０
豊橋市教育委員会「小野湖山翁伝』1995年。
前掲書「明治の南画家』89-91頁。
小野湖山・野口小頚《小野湖山賛富岳図》明治39年（1906)、絹本水墨、125.0×42.1ｃｍ・
小野湖山・野口小蹟《湖山小頚瞥画合装》明治39年（1906)、絹本着色、各26.6×35.5ｃｍ・
建部と<「満十五年の奉仕」（野口郁他「私の母」私家版、1929年）８５頁。
????????
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黄石の詩集「黄石斎六集｣19)の冒頭には蕊庶昌（1837-1897）や孫黙（生没年不詳）といった清人に続
き、巌谷一六が書を、野口小頚が画を、日下部鳴鶴が題辞を担当している（図５)。一六による「縁雪海
涛楼図」という題字は、小蹟の画題であるらしい。高弟２名と並んで前書きを担当していることから、
小績も黄石門下で実力を認められていたことが窺える。「黄石斎六集｣には詩を詠んだ場所や同席した人
物が詩題代わりに付されており、黄石の交友関係を知ることができる。巻三の十二には「川田尭江観月
台。与三島中洲野口小頻同賦｡」とあり、川田翌江（1839-1896）宅で黄石、三島中洲（1831-1919)、小
頻らが観月の集まりをしたことが記されている。川田翌江と三島中洲は共に備中松山藩出身で、山田方
谷（1805-1877）門下の漢学者であり、東京帝国大学教授や宮内顧問、東宮侍講を歴任した。斐江は小績
が教師をしていた華族女学校校長に就任していた時期もあり、帝室技芸員選択委員でもあった20)。また
同じく巻三の十二に「聴雨誘余遊麻布別荘。得歌字｡」とあり、杉聴雨（1835-1920）と黄石が非常に親
しかったことが見てとれる。聴雨は宮内大輔や枢密院顧問を務めた人物で、明治１９年（1886）に小頚に
皇太后への画幅献上を勧めている2')。この他､巻三の十五「副島宮内顧問」や巻五の二「土方宮内大臣」
など、黄石には皇族に近い官吏たちとの交友があった。黄石を通して小蹟も彼らと自然と親しくなった
であろう。小頻が務めた華族女学校嘱託教授や、御用掛、帝室技芸員といった宮内省関係の仕事は、小
蹟の実力のみならず、こうした関係からの後方支援も大きかったのではないだろうか。
杉山琴子（1867-1945)。漢学者川田尭江の長女で､尭江門下の漢学者である杉山三郊（1855-1945）に
嫁した。四姉妹の中の才女であり、詩文に長けていたという。湘碧と号した。
小額は始め、斐江に師事するつもりであった。「斐江は多忙を理由に小績の希望をいれなかったが､門
下の杉山三郊に嫁していた長女の琴を推した。（中略）詩文をもって立とうというのでもない小績には、
同性の娘の方が適当と考えたのであろう22)」と、妻江のかわりに琴子が小蕊を指導したと冠氏は述べて
いる。しかし、琴子の回想には「父が自分は公私繁忙で御引うけ致しかねるから、杉山がよかろふ、若
年ではあるが、詩だとか小品文は自分より却てよいと思ふと申しました（中略）其頃は先生は勿論主人
も今日の様ではなく、暇でございましたので、日曜大祭日など主人在宅の日は、（中略）ゆるゆるお相手
を致して居りました｡23)」とあり、発江の代わりに師となったのは杉山三郊であったことが見てとれる。
後に琴子は小頚に画を学んでいる。
杉山三郊。美濃大垣藩の生まれ。名は令吉。漢学者であり囲碁棋士でもあった杉山千和（1821-1899）
の三男で、学問を志して川田斐江の門下となる。前途を嘱望され、才女と謡われた斐江の長女、琴子を
妻とした。明治1９（1886)から５年間に及んだアメリカへの留学後､外務省へ入省する。陸奥宗光(1844
-1897）の秘書官などを務め、また、一橋大学や早稲田大学で漢学の教鞭をとった。さらに、東伏宮依仁
親王などの皇族や知識人に対し、書道の指導を行っている。渋沢栄一墓碑や下田歌子碑文など、現在も
三郊が書丹を手掛けた碑が各地に現存する。前述のように、三郊は斐江にかわり小績を指導した。
19）
20）
21）
2）
23）
岡本黄石「黄石斎六集」宇津木豊吉、1890年。
｢川田艶江資料集二」川田斐江資料を読む会、2009年。
前掲書「野口小頻伝」９３頁。
前掲書「野口小頚伝」６９頁。
杉山琴「小頻先生と私」（野口郁他「私の母」私家版、1929年）３０頁。
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小頻の師には画家のみならず、漢学者、漢詩人、書家がいる。南画は漢詩や中国故事と不可分の関係
である。小蹟は幅広い知識を師に就いて学び、文人的な教養を得て、より深く南画の本質に迫ろうとし
ていたといえるであろう。また、小頻の師は幕末に勤皇の志士と交わった人物が多い。小頚自身も尊王
派であったことを鑑みると、彼らに同族としての連帯意識が働いていたと推測される。
小蹟が画家としての成功を得る最初のきっかけを得たのは近江であったといえるであろう。名古屋で
父を喪った時から小績は「何卒速く京都の方に出まして、良い師匠の門に這入りまして研究したいと、
日夜希望24)」していたが､伊勢､津を経た後､近江で数年を過した。小頻がすぐに入京しなかった理由は
判然としないが、近江に滞在する何らかの理由があったはずである。師に早くから接していた可能性が
あり、もしくは、有力なパトロンを得たとも考えられる。近江では彦根藩士の黄石や、京都から逃れて
きていた卓斎に出会う機会があったであろうし、あるいは近江ですでに彼らに師事していたのかもしれ
ない。また、小頻は近江に滞在している間に対山門下に入っており、近江にいた誰かの口利きがあった
と思われる。黄石と卓斎はそれぞれ対山の兄弟弟子であり、また、幕末は三者とも尊王の志しを共有し
ていた。小頻が対山を師としたのは、こうした関係もあったのではないだろうか。ちなみに、後に義父
となる野口正忠（1822-1893）は近江で酒造業を営んでおり、対山のパトロンでもあった。正忠は梁川星
巌や頼三樹三郎とも親交があり、さらに黄石とも面識があったと思われる25)。冠氏は小頻の黄石への師
事を、正忠と彦根藩士谷鉄臣の両者を介して得たと推測していることを付け加えたい26)。いずれも推測
の域を出ないが、近江での滞在は小頚のその後の人生を大きく左右した。
2．資料にみる交流
小頚に教えを授けた人々について述べてきたが、対山以外の師から小頚がどのような指導を受けたか
は詳らかでない。ここでは師と小頻の交流の一端が窺える３点の新出資料を紹介する。
２－１．《野口小額書簡〉
《野口小頚書簡》（関西大学図書館所蔵、図６）は、明治37年（1904）に小頚から三郊と夫人宛に送ら
れた手紙であり、小蹟の三郊への師事がどのようなものであったのか、如実に伝える資料である。
【釈文】２７）
(封筒）
24）速水不染「閏秀画家経歴談」東洋社、1901年。
25）正忠の古希祝賀会記録として詩歌集「かざしの花」（野口正章編、明治25年く1892>）が刊行されている。「かざしの
花」は「かざしの花」と「故郷芳繍」の二冊揃いであり、１００名近くが漢詩を寄せる「故郷芳寵」の巻頭における題
字を黄石が担当している。
26）前掲書「野口小績伝」170-171頁。
27）書簡の読み下しは、荒武賢一朗氏（東北大学東北アジア研究センター上贋歴史資料学研究部門準教授）にご協力を
賜った。ここに感謝の意を表したい。
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３７－４－８ｎｎｒｌ
牛込区北山伏町四十五番地
杉山令吉殿
令夫人
御□口披
裏四月七日
麹町区内幸町一丁目五番地
野口親
南画家野口小蕊を導いた人々（荒井）
（三郊宛の書簡）
拝啓、春暖の好時節愈御清祥奉恭賀候、爾来ハ意外之所不音二日々打過多罪御海恕被下度候、過日ハ
不図奥様二拝顔其節ハ拝借もの等仕難有奉存候、扱兼而貴人之画弐葉、春景山水、藍雁山水の方ハ過日、
落雁の方ハ昨今揮墓中、一両日中二御届け仕候付、然ルー春景山水図、柳桃あり、屋舎あり、人物あり、
平遠の山あり、奮作一首題し度候、左二
柳桃花紅楼黙春椅柵座愛爾晴新長堤十里東風暖両々三々拾翠人
原作椅楼なれ共画中楼なし
水遜に屋宇あるのみ
御添作ヲ乞
藤雁ノ方雁二羽二蔵を添へたるなり、飛雁ハなし
古詩二句
如何万里計只在一枚蔵
ママ
こんな事二而ハ如何候、何か外二古詩又おもしる語有之候ﾉ、、御教示奉希
御繁務中恐入候得共、御答奉煩候、先ハ右御依頼にて
何斯二御座候、いつれ拝顔之節万緒可申上候、草々頓首
野口親
杉山三郊先生
【本文大意】
拝啓、春暖の好時節、ますますご清祥と慶び申し上げます。このところ連絡を差し上げないまま日々
が打ち過ぎ、ご容赦下さい。過日は図らず奥様に拝借物をし、ありがとうございました。さて、貴人に
依頼を受けた春景山水と蕨雁山水の２作品はすでに完成し、落雁図は揮筆中です。春景山水には柳､桃、
建物、人物、平遠の山があり、「柳桃花紅楼黙春椅欄座愛爾晴新長堤十里東風暖両々三々拾翠人」という
旧作の一首を添えたいです。詩に楼閣を詠んでいますが､画中に楼は無く、水辺に建物があるだけです。
藤雁の作品には雁２羽に蔵を添え､飛ぶ雁はありません。「如何万里計只在一枚麓」などは如何でしょう
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か､何か他に古詩やおもしろいものがあれば、ご教示をお願いいたします。お忙しい所恐れ入りますが、
お答えよろしくお願いします。以上のような依頼でいかがでしょうか。いずれ拝顔の節には色々お話さ
せていただきます。草々頓首
【語注】
両々三々＝三三五五に同じ。
拾翠人＝春遊する人。
三郊への書簡は、画面の景色を伝えた上で、作品に添える自賛を提示し、詩文の添削、助言を求める
文面である。書家としても知られた三郊であるが、書面からは小蹟の漢詩の師であった様子が窺える。
一方、同封されている夫人宛の書面には、それに類する師弟関係はみられない。小頚はこの夫婦両人と
親しく行き来していたと推測されるが、前章で触れたように、尭江の推薦を受け、小頻を指導したのは
やはり三郊であったといえる。おそらくはこの手紙に対して、三郊が添削をし、新たな提案を記した返
信が小頚に送られたのであろう。
２－２．〈竹菊合作図》
《竹菊合作図》（図７）は絹本著色、縦１０１．７×横33.1ｃｍの掛幅であり、小頚、娘の小意（1878-1945)、
三郊による合作である。「明治辛亥」とある小頚の落款から､明治44年（1911）８月の制作であることが
分かり、晩年も変わらず小蹟と三郊が親交を持っていたことが見てとれる。また、ここでも家族ぐるみ
の付き合いがあったことが窺える。
画面中段、向かって左側に「小薫女史作菊「郁印」（白文長方印）「小童」（朱文長方印)」と落款があ
り、菊は小薫が描いている。没骨法と釣勤法を駆使して描かれた菊は､細やかな配慮がある筆致であり、
宴会において興がのって描かれたというよりは、幾分真面目な作品であるらしい。画面右上の小頚の落
款には「明治辛亥壮月小頚女史写竹「小頻長寿」（白文方印)」とあり、小蹟は竹を担当していることが
分かる。ちなみに、この「小頻長寿」の印影は「小頚印譜28)』において確認できた。菊の背後にある竹
は、濃淡を生かした勢いのある描写であり、南画家小頚の面目躍如たる筆致である。菊と竹は一塊に画
面左下から伸びており、合作であるが整った構図を形作っている。
三郊は画に合わせて菊を詠んだ七言絶句を添えている。
【釈文】
「古良」（朱文長方印）霜後東雛吐芙芥錦衣不腿冷斜鴫休言秋晩無知己林下清風有此君養老山樵録産
詩干天箭閣「令吉」（白文変形印）「三郊」（朱文変形印）
【語注】
東嬢＝東の垣根。
28）野口小意「小頻印譜」芝田堂、1917年。
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夷芥＝霊妙なる香り。
錦衣＝故郷に錦を飾る。
唾＝夕日
詩文中の「夷芥」は菊の香りを指すのであろう。この詩文は東薙の菊、夕日、体言などが、陶淵明
(365-427）の「飲酒二十首其五29)」に符号している。「錦衣不麗冷」という節は､失意のうちに帰郷した
陶淵明の境遇とも重なる。三郊の詩が、菊を好んだ陶淵明と画の菊を結び付け、知的な遊戯が繰り広げ
られているといえる。
２－３．「画学楢梯』前編六
小蹟は明治22年（1889）から26年（1893）まで華族女学校にて画学の教導を行っており、これに必要
な教科書を自ら制作したことが当時の記事に見てとれる。
画学惜梯本会会員野口小頚女史は先頃華族女学校の教授となりて一週一日の授業に生徒を薫陶
し居られしが斯くては画学の日数少<して生徒の進歩も思はしからす去りとて日々の出勤となし女
史を苦めんも亦本意にあらねば何がな然るへき工風あれがしとの官命ありけれは女史百考の末四君
子、花弁、昆虫、棚毛、山水、模閣、器具、人物、等の十二帖を画き一点一梯あらゆる画法を示め
し秘訣を挙て之を差出したるに大に当局者の賞賛を博したれば之を画学惜梯と名けて同校の教授帖
に充つる事にしたりと云30）
華族女学校における週に一回の講義を補うため、小蹟は十二帖の画学措梯を制作しており、これが同
校の教科書に採用された。この度実物を発見したので、紹介する。
「画学措梯」（明治25年く1892〉刊行、図８）は、野口小頚による原画を杉崎帰四之助が木版画に起こ
した絵手本であり、当時教科書の出版を多く手掛けていた金港堂から出版された。２３．４×14.5ｃｍの冊子
である。
表紙中央に白題策が置かれ、「画学措梯小頚女史著前編六」とあり、揃いのうちの一冊であること
が窺える。おそらくは記事にあるように十二冊揃いであり、一から六までが前編で、七から十二までが
後半なのであろう。序文は川田蕊江による撰文で、長三洲が揮牽している。
叙
学文者由粗入細由俗入雅由繁入簡由豪蕩入純粋学画亦然蓋一鮎一沸悉有法度一喧一染寧無秘訣荷
欲不由門戸一蹴窺堂奥則往々迷入邪径可不誠乎小蹟女史夙工丹青馳名薮林近者受命授業於華族女
29）結願在人境而無車馬喧問君何能爾心遠地自偏採菊東離下悠然見南山山気日夕佳飛鳥相興還此中有興意欲排巳忘言
（願を結んで人境に在り。而も車馬の喧しき無し。君に問ふ何ぞ能〈爾るやと。心遠ければ地自づから偏なり。菊を
採る東雛の下。悠然として南山を見る。山気日夕に佳く。飛鳥相興に還る。此の中に填意有り。排ぜんと欲して巳
に言を忘る｡）
30）「絵画叢誌」第65号、東洋絵画会、1902年。
6５
東アジア文化交渉研究第８号
学校因作画譜十二冊花弁棚毛山水人物粗細繁簡遂次示法何其誘披後進之懇且切也方今百技競進絵事
最盛然国画洋画朱紫混乱非奏流弊女史掲奉南宗正派寒梅凌雪貞松後凋此錐一挺可以知其全彪突
壬辰王月初春琵江老漁川田剛撰「剛字毅卿」（白文方印）「翌江居士」（朱文方印）
三洲居士長英書「長英私印」（朱白混合方印）
【大意】
叙
学文は粗から細に入る。俗から雅に入る。繁から簡に入る。豪蕩から純粋に入る。学画もまた同様で
ある。思うに一鮎一桃の全てに法があり、一直一染になぜ秘訣が無いであろうか。もし門戸によらず、
正しい手順を踏まずに奥義をうかがおうとすれば、性々にして間違った道に入って迷うであろう。これ
を戒めなければならない。小頚女史は以前から丹青をたくみにし、名を馳せ、芸林近者に評価されてい
る。華族女学校における授業の命により、画譜十二冊が制作された。花弁、棚毛、山水、人物、粗細、
繁簡の画法が順を追って示されている。その指導内容は後進のために非常に丁寧である。昨今は様々な
技法が相競っており、絵画が盛んである。このため国画と洋画が朱紫混乱しており、その弊害はいうま
でもない。小頻女史は南宗正派を掲げ奉っている。寒梅は雪を凌ぎ、貞松は凋むに後れる。これはたっ
た一挺といえども、その全彪を知ることができるであろう。
【語注】
一黙一沸＝点と払い。運筆の基本。
一直一染＝墨、絵具をにじませる技法。直染。
芸林＝書物の多いところ、芸術家仲間、学芸の世界。
朱紫＝正と邪、善と悪。
後凋（凋むに後れる）＝他が葉を落としても、しおれないこと。
彪＝美しい文様、あや。
清書を手がけた長三洲との師弟関係については前述した。撰文を担当している川田尭江は以前小頚へ
の指南を断っているが、小頚の写生帖に斐江の肖像があることから3')、その後も親しく交流があったよ
うである。また前述のように、尭江は小蹟が宮内省の仕事を獲得する支援をした１人である可能性が高
く、さらに小頻よりも前から華族女学校へ勤務している32)。ここで撰文を担当していることからも、華族
女学校では翌江が小績の後ろ盾となっていたのではないだろうか。また、三洲は学制を築いた功労者の
一人であり33)､斐江は「尋常小学校作文授業用書編纂旨意書審査委員長34)」として教科書の旨意制定に関
31）「－明治の宮廷画家－野口小蕊と近代南画展図録」（山梨県立美術館、2005年）２９頁。
32）蕊江は明治22年（1889）３月に華族女学校への勤務を拝命している。（前掲香「川田蕊江資料集二」２４頁｡）小頚は
明治22年（1889）９月に拝命。
33）中島三夫「長三洲」私家版、1979年。
34）前掲書「川田蕊江資料集二」２２頁。
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わっている。「画学措梯」の刊行には､教科書の在り方や教育について持論をもっていた彼らからの影響
があったのかもしれない。
次頁には、小頻による凡例が示される。
凡例
此譜命日画学階梯意専在為幼童指南固鍍余小技不足以示大方
全編為十二冊自四君子花弁昆虫棚毛至山水楼閣人物逐次教授蓋登高自卑云爾
近来画譜屋上架屋概取法於泰西初授以曲直線余謂東西画風自別授法亦不同是所以与坊間諸譜異撰
也
明治辛卯至節後三日
野口親識「松祁親印」（白文方印）「小頚女史」（朱文方印）
【語注】
屋上架屋（屋上に屋を架す）＝あるが上に重ねる、模倣ばかりで発明の無い例。
坊間＝世間
至節後＝重陽の節句の後
「昨今の画譜は同じようなものばかりで、多くは西洋技法であり、始めは直線、曲線から教える。西洋
と東洋では画法が異なるため、教える方法も異なる。そのため、本冊子では他の教科書と異なる撰とな
った｡」という旨であり、西洋技法の教本を良しとしない小蹟の意図がみてとれる。
次頁からは絵手本となり、淡彩の霊芝・柿・百合根、白描の蘭、着彩の筈と菊、白描の竹、着彩の蝶
と折枝、着彩の水性と撫子、着彩の竹と雀、水墨の梅枝と書物、着彩の沢蟹、着彩の団扇と桔梗、淡彩
の蔵雁が並ぶ。手元の資料は蘭の頁が二頁ある乱丁であり、もう一枚別の画があった可能性が高い。前
述の凡例に「自四君子花弁昆虫棚毛至山水楼閣人物」とあったこと、また本冊子「前編六」の題材が花
鳥が中心であることから、前編が「四君子花弁昆虫舗毛｣、後編は「山水楼閣人物」が題材であったと類
推され、「前編六」は、花鳥画の終盤の絵手本と考えられる。本冊子には白描の細く謹厳な線描から、水
墨のかすれた表現まで、生徒が多くを学べるように幅広い描写が散りぱめられている。しかしその一方
で、この当時小頚が得意としていた鈎勤填彩35)はみられない。小績が良家の子女達にどの程度まで学ん
で欲しいと考えていたかがここに見てとれるであろう。小頻は女性と絵画について以下のように述べて
いる｡
絵画は芸術として女性に最も適当なるもの、一なり、而も又娯楽としては温雅に優美に、且つ刺
繍押絵さては、着物の見立など、女性に必要なる仕事に、多くの関係を有せり36）
35）細く輪郭線を描き、その内側を彩色する技法。
36）「絵画叢誌」第335号、東洋絵画会、1915年、６頁。
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小頚は、絵画は女‘性と関わりの深い工芸と結びついており、また、娯楽としても女‘性に適していると
考えていた。華族の子女に授業をする際、当然彼女達を画家にすることを目指してはおらず、小品とし
て成り立つ画を楽しみながら描けるようになることを目標として、指導を行っていたのであろう。
おわりに
本稿では新出資料を通して、野口小蹟と杉山三郊との交友関係や、長三洲や川田尭江との新たな関わ
りを見出すことができた。小頚は三郊から漢詩の助言を受け、同時に、合作を行い旧交を温めていた。
また､饗江らは『画学楕梯』序文において小頚の画技を称え、「画学楕梯ｊの制作を歓迎している。彼ら
は華族女学校における小蹟の後ろ盾であったと思われ、教育思想においても小蹟に影響を与えた可能性
があることを指摘した。
さて、小蹟は日根対山から画論と画技を会得し、長三洲に画論と書を学び､小林卓斎に経学を授かり、
小野湖山や岡本黄石、杉山三郊に就いて漢詩の研錨を積んだ。小頻は南画、漢学、漢詩、書を幅広く吸
収し、表面的な南画技法だけではなく、その背景にある深遠な中国文化も修めようとしていた。南画家
小坂芝田（1872-1917）は「女史の詩作に於ても、また書に於ても（中略）至極円熟して居た。而して詩
作や書の女史程に出来るものは今日一般男子の画家の間に於てもごく稀であらう37)」と､小頚の詩､書を
高く評している。
小蹟は師匠に論を伺い、作品の添削を求め、師匠たちは小頚に教えを授け、さらに自身の人脈を引き
継がせた。対山をつてに耕石と知り合い、そこからさらに木戸との親交を得たように、小蕊は新たな手
がかりを得ていった。
小頚は積極的に文人サークルへ赴き、自然とその交友関係は網の目状に広がっていった。これらの人
脈は、小頚に様々な好機をもたらしたといえる。東京へ移った２年後、明治６年（1873）に小頚は皇后
御寝殿のために花弁８葉を描いている。当時無名の小蹟が実力のみでこの栄誉に浴したとは思えない。
やはり何らかの後援があったであろう38)。この後の華族女学校での嘱託教授職や御用掛、帝室技芸員と
いった宮内省の仕事も、同じく御用掛であった三洲などの後ろ盾があったと思われる。また、小頚が直
接師事した人物ではないが、喪江の存在は非常に大きかったのではないだろうか。喪江は帝室技芸員選
択委員であり、華族女学校に勤め、東宮の御用掛を拝命している。小蹟の宮内省との関わりと符号が一
致していることが見てとれるであろう。また、斐江が華族女学校勤務を拝命したのは明治22年（1889）
３月であり、小頚はその半年後に嘱託教授職を拝命している。さらに喪江が職を辞した明治26年（1893）
に、小頚も病を理由に同じく女学校を去っている。斐江が小頚の「画学措梯』の撰文を担当しているこ
とからも、両者が懇意にしていた事実が窺え、やはり斐江は孫弟子であった小頻の実力を買い、便宜を
図らってくれたのではないであろうか。
37）「中央美術」第３巻４号、1917年。
38）冠氏は岩倉具視か谷鉄臣の口添えがあったと推測している。（前掲書「明治の南画家」86-87頁｡）
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小頻は尭江の妻八重とも往来があり39)、家族ぐるみの付き合いをしていた。また､黄石の妻三千や､三
郊の妻琴子は小頻に画を学んでいた。おそらく小頻が女‘性でなければ、彼女達は入門しなかったに違い
ない。斐江、黄石、三郊とのこのような家族ぐるみの付き合いは、互いに気心知れた深い関係を築くこ
とになり、彼らは小頚を支援したのであろう。穿った見方をすると、黄石と斐江が小頚に力添えをした
のは、小頚が女‘性であったことにも一因したといえる。
小蹟は行く先々の文人サークルで席上揮皇を行い、そこで得た交友を新たな手がかりとして、時に師
に学び、時に後援者を得た。そうして多面的な中国趣味に触れ、その世界感を享受し、南画家としてさ
らなる飛躍を遂げていった。
〔挿図出典〕
図ｌ「十一屋コレクシヨンの名品野口柿祁をめぐる文人たち」
図２伊藤信「梁川星巌翁」象山社、1980年
図３，４「野口小頚展」山梨県立美術館、1982年
図５岡本黄石『黄石斎六集」宇津木豊吉、1890年
図６～８筆者撮影
39）前掲書「川田斐江資料集二」153-154頁。
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図５『黄石斎六集.Ｉ
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